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自己紹介
職歴 2003-2010 日外アソシエーツ

レファレンスツールの開発と営業

2010-2015 早稲田大学 図書館利用者支援課
レファレンスサービス、
図書館情報リテラシー教育等

2015-2018 早稲田大学 図書館総務課
会議、渉外、広報等

学歴 2003 学士（文学）
早稲田大学第一文学部

2016 修士（図書館・情報学）
慶應義塾大学文学研究科
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早稲田大学の概要と
研究支援体制
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早稲田大学について
学生数

学部学生 41,051名
修士課程・専門職学位課程 6,570名
博士後期課程 1,815名

教員・研究者数
専任 1,996名
専任以外 3,473名

学部構成
政治経済学部、法学部、文化構想学部、文学部、
教育学部、商学部、基幹理工学部、創造理工学部、
先進理工学部、社会科学部、人間科学部、
スポーツ科学部、国際教養学部

（2018年5月現在）
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Waseda Vision 150
創立150周年（2032年）を目標年度とする
中期目標の中で研究力の強化に取り組んでいる
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外部資金の倍増

大学院生比率の増加
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常勤教員数の増加

外国人学生の増加
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早稲田大学における研究支援体制

 研究支援制度の基盤整備
 研究企画課
 研究支援課
 研究マネジメント課
 産学官研究推進センター
 研究総合支援プロジェクト室

研究推進部

 研究戦略の調査・分析と
政策立案（URAが在籍）

研究戦略センター

 データ科学の研究支援・教育支援

データ科学総合研究
教育センター

 学術院事務所
 附置研究所(計15)

各学術院

 研究院事務所
 研究機構(計10)

研究院

 情報企画部（情報シス
テムに係る企画管理等）

その他研究・事務組織

図書館
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Waseda Research Portal（早稲田リサーチポータル）

 様々な部署が提供する研究支援制度や手続き等について
Webサイトによってワンストップで情報提供している
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今回のモニター参加について

 研究支援制度の基盤整備
 研究企画課
 研究支援課
 研究マネジメント課
 産学官研究推進センター
 研究総合支援プロジェクト室

研究推進部

 研究戦略の調査・分析と
政策立案（URAが在籍）

研究戦略センター

 データ科学の研究支援・教育支援

データ科学総合研究
教育センター

 学術院事務所
 附置研究所(計15)

各学術院

 研究院事務所
 研究機構(計10)

研究院

 情報企画部（情報シス
テムに係る企画管理等）

その他研究・事務組織

図書館
それぞれ２名、
計４名が参加
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データ科学総合研究教育センター(ＤＳセンター)について
• 2017年12月1日設置
• 設置の目的
データ分析を専門とする研究者と様々な専門領域の研究
者の融合による、データ駆動型の最先端の研究の推進

 専門知識とデータ分析スキルの両方を兼ね備えた実践的
な人材の育成

• 主な役割
学内のデータ分析に関する相談の受付・対応
学内の共同研究の支援
学外機関との共同研究、連携の支援
研究資金応募の支援
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ＤＳセンターによる研究支援
• 学内のデータ分析に関する相談の受付・対応

 学内研究者向けに「データ解析相談申請フォーム」を利用して
「データ解析相談サービス」を実施

• 学内の共同研究の支援
• 学外機関との共同研究、連携の支援

• 研究資金応募の支援
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図書館の組織体制
• 総務課 → モニター窓口として１名参加
• 資料管理課 → リポジトリ担当者１名が参加
• 情報管理課
• 利用者支援課
• 高田早苗記念研究図書館担当課
• 戸山図書館担当課
• 理工学図書館担当課
• 所沢図書館担当課
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「研究データ管理サービスの
設計と実践」の評価
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感想：分量や視聴の負担について

• 1コンテンツ10分程度は適正に感じた。

• 一方、早稲田大学のJMOOC開発チームによる調査では、集
中して視聴できる時間は６分前後。その単位でモジュール
化できるとよいのではないか。

• URA、図書館員、事務職員、研究者など、視聴対象に応じ
て見るべきコンテンツがどこか、示されているとよい（例
えばインデックス付与など）。また、その単位でパッケー
ジ化されているとよいかもしれない。
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感想：内容の有益さ

• 研究データ管理の概要が包括的に含まれている。
データサイエンスに関わる事務スタッフ、URA、図
書館員などにとって、非常に有益な内容であった。

• 早稲田大学では、データ科学科目の必修化、研究
力強化の文脈がすでにある。その意味で、DSセン
ター、図書館員や、URAに限定せず、広く教職員に
視聴してもらいたいコンテンツである。
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感想：活用方法

• 研究者向けのポータルサイトなどを通じて、この
教材の内容を研究者に向けて情報発信していくこ
とができそうだ。その際、加工は必要だろう。

• 一方で、教員・研究者に向けたコンテンツとして
は、内容のボリュームがありすぎる。第１章（序
論）、第２章（サービス設計）のあたりの内容を
もう少しかみ砕いて、示せるとよい。
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教材に照らして考えた
早稲田大学の研究データ管理
サービスの現状と今後
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教材で挙げられた内容
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早稲田大学における研究支援体制（再掲）

 研究支援制度の基盤整備
 研究企画課
 研究支援課
 研究マネジメント課
 産学官研究推進センター
 研究総合支援プロジェクト室

研究推進部

 研究戦略の調査・分析と
政策立案（URAが在籍）

研究戦略センター

 データ科学の研究支援・教育支援

データ科学総合研究
教育センター

 学術院事務所
 附置研究所(計15)

各学術院

 研究院事務所
 研究機構(計10)

研究院

 情報企画部（情報シス
テムに係る企画管理等）

その他研究・事務組織

図書館
それぞれ２名、
計４名が参加
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研究データ管理ポリシーに関して

教材では、研究前・研究中・研究後に分けて
具体的な支援の学習を行うことができた



早稲田大学における研究データ管理ポリシー
• 本学では「研究公正」に関する規程・ガイドラインがある。
• 現在、オープンサイエンスを前提としたポリシー策定につ
いて、学内関係箇所が協働して検討している。

• 個々の研究者から強いニーズがあるわけではない。
• 研究データを守ることと、オープンにすることをどのよう
に考え、1大学としてどうポリシーを策定するか。

• 現段階では、国の方針や事例がもっと必要と考えている。
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早稲田大学における研究公正の
規程・ガイドライン
 早稲田大学学術研究倫理憲章
 学術研究倫理に係るガイドラ
イン

 研究活動に係る不正防止およ
び不正行為への対応に関する
規程（および、同細則）

教材では、研究機関のポリシー策定に関
する具体的な学習内容があった。



研究データ管理計画作成支援に関して



早稲田大学における研究データ管理計画作成支援
• 本学では、研究力強化本部のもとに研究戦略センターを設
置し、 URAを雇用。外部資金申請に関しても、このセン
ターが研究推進部と協働して組織的に支援する。

• JSTなどでは研究データ管理計画の策定が義務化されており、
研究費申請支援の一環で研究データ管理計画の相談が発生
している。このような中でポリシーや保管の在り方につい
て表面化しつつある。
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Waseda Vision 150で外部資金
受入の目標値を定めている

研究戦略センターでは、研究戦略の立案
などに加え、外部資金申請のサポートも

行っている。



データの分析と発見支援に関して



早稲田大学における研究データ分析・加工支援
 本学では、モニターにも参加した「DSセンター」による分
析や加工支援が行われている。

 学生への教育についても統計科目が必修化されていってお
り、こういった支援も関連部署と連携して行っている。
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教材では、RDMトレーングツールで欠如しがちな内容として加工や分析
の支援が挙げられた。また、具体的なデータリポジトリを挙げながら発
見の支援について提示された。



早稲田大学における研究データ発見支援
• DSセンターでは、分析・加工に限らず、データ科学に関す
る質問をワンストップで受け、適切な部署に橋渡しする。

• 図書館では、レファレンスサービスの範囲として
「パブリッシュされた」データの発見支援を行っている。
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早稲田大学図書館に寄せられた統計データに関するレファレンス質問



レファレンスサービスの未来と研究支援
• では、図書館職員が、データ分析に関する質問を受けたと
きに適切にDSセンターを案内できるか。

• また、パブリッシュされる以前のデータ発見について、ど
こまで支援するのか。

• 図書館のレファレンスサービスは、文献管理に日常的に携
わる「専門職」として文献発見支援を担ってきた。では、
研究管理に関わらずに研究支援がどこまでできるのか？
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教材では、データリポジトリの種別と具体例、データ引用方法の実際な
どが紹介された。日本の大学図書館では、これらを案内することと「レ
ファレンスサービス」の関係をどう考えるのか？



データの公開支援と管理基盤に関して



早稲田大学におけるデータの公開支援と管理基盤
• 情報システム基盤を担う情報企画部と、DSセンター、図書
館が協働して、研究データの管理基盤、公開基盤の検討を
行っている。

• GakuNin RDMや次世代リポジトリの動向を見つつ検討中。
 パブリッシュ前のデータ管理はDSセンター中心に検討している。
 図書館は、現在進行形で研究資料の公開基盤として機関リポジトリ
を運用しており、パブリッシュ後の保管・公開基盤として検討して
いる。

 いずれも、データは容量が多く、ストレージの問題がある。
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日常的な支援に関して



Waseda Research Portal（早稲田リサーチポータル）

 様々な部署が提供する研究支援制度や手続き等について
Webサイトによってワンストップで情報提供している
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早稲田大学における日常的支援
• これまで見てきたように、人的支援窓口としてはDSセン
ターが機能する素地ができている。

• 図書館では、分野を問わずに研究者から相談を受ける機関
であるため、ハブとして学内関係箇所つなぐサービスに可
能性がある。

• 教材にもあるように学内の協働体制構築が重要だろう。
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教材では、海外他大学の事例が様々に紹介された上で、
学内協働体制構築の重要性が説かれた。



最後に：
大学図書館と研究データ管理
サービスについて考えたこと
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図書館と研究データ管理について考えたこと（１）
• そもそも、分野を問わず、研究者が日常的に相談する機関
は、学内にそれほど多くない。図書館はその1つである。

• 研究者から見れば、研究のリソースや生成物として文献も
データも変わりない、かもしれない。

• であれば、文献の周辺にある研究のサイクルの過程を幅広
くサポートする必要があるのではないか。教育におけるラ
イティングセンターとの図書館の関係の例もある。

• 普段どこまで研究データ管理に関わっているかによって、
職員の意識やサービスに対する姿勢が変わってくるだろう。

• ポストパブリッシュなデータでも、リポジトリを通じて関
われば、それが日常的支援の意識につながるかもしれない。
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図書館と研究データ管理について考えたこと（２）
• メタデータの付与は図書館の範疇とされるが、汎用的な内
容を記述するメタデータの付与と、研究分野に特化した
（相互運用性の高い）メタデータの付与は、分けて考えら
れるのではないか。

• すなわち、図書館はある程度の基盤を整備し、その先のメ
タデータ付与を研究者が行いながらデータ駆動型研究を
行っていく未来があるのではないか。

• そもそも「データライブラリアン」＝図書館員であるとは
限らないかもしれない。

• しかし、それでも、図書館は研究者が必要なリソースを収
集し、保存して、管理してきた機関である。それを大学の
研究ために有用に機能させることが必要ではないか。近年
の日本の大学図書館は教育支援機能を高めてきた、研究支
援機能でも、もっとできることがあるのではないか。
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“レファレンス・サービスを定義する場合には、レ
ファレンス・ワークが定義する範囲にとどまってい
てはならない。
レファレンス・サービスというのは、情報を求めて
いる個々の利用者に図書館員が提供する人的援助だ
けでなく、図書館の側がこのような援助を遂行する
責任と、その目的のための特別な組織を明確に認め
ることを意味しているからである。”
（サミュエル・ローススティーン、1955）

Rothstein, Samuel. The Development of Reference Services. 1955 

（レファレンス・サービスの発達. 長澤雅男, 常盤繁訳. 日本図書館協会, 1979）
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「研究データ管理サービスの設計と実践」
モニター参加報告（早稲田大学）

2018.10.31 於：図書館総合展NIIフォーラム
早稲田大学図書館 長谷川敦史
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